
会津大学短期大学部 

Ⅰ 短期大学の現況及び特徴 

１ 現況  

（１）短期大学名  会津大学短期大学部 

（２）所在地  福島県会津若松市一箕町大字八幡字門

田1-1 

（３）学科等の構成 

   学科：産業情報学科、食物栄養学科 

社会福祉学科 

（４）学生数及び教員数（平成22年5月1日現在） 

 学生数： 325人 

   専任教員数：27人 

   助手数：３人 

２ 特徴  

（１）沿革と概況 

本学は、昭和 26 年 4月に高等教育機関を強く熱望する

会津地域の声に応え、会津短期大学として開学した。発

足当初は、商科１科のみの開設であった。その後、昭和

32 年には福島県立会津短期大学と名称を変更した。翌昭

和 33 年家政科を増設し、昭和 40 年にはその家政科を家

政専攻と食物専攻に分割した。昭和 55 年には家政科に代わ

り食物栄養科、そしてデザイン科及び社会福祉科が開設

され、既存の商科と合わせ、４科体制となった。その後、

平成５年の会津大学開学に伴って、会津大学短期大学部

に名称変更した。同時に、商科とデザイン科に代わり設

けられた産業情報学科と、食物栄養学科及び社会福祉学

科の３学科体制となった。また、産業情報学科には、経

営情報コースとデザイン情報コースの２コースを同時に

設けた。 

 平成 18 年 4 月に、独立行政法人化することとなり、公

立大学法人会津大学が設置する短期大学に移行した。 

 

（２）教育の特色 

１）基本方針 

 幅広い教養と高い倫理観に根差した判断力や総合力を

有し、問題解決能力と創造的展開能力を有した人材を育

成することを基本方針としている。そのために、問題解

決型学習や地域性及び社会性のあるテーマを取り上げる

演習と実習に力点を置いた教育を行っている。 

 

２）基本方針の具体化 

①少人数による問題解決型教育の充実強化 

 卒業研究や授業において、地域課題をテーマに据えて、

教員と学生が一体となって実践的研究教育を行っている。

その成果は地域の人を招いての発表会やホームページに

おいて公表し、積極的に活用の便に供している。また、

少人数教育は教養教育及び専門教育のみならず、キャリ

ア支援教育と、きめ細かい支援体制の充実に結実すると

ともに、資格取得による学科関連領域への進路決定にも

実績を挙げている。 

 

②地域と連携した実践的教育の推進による地域貢献 

教員と学生が一体となった地域研究に基づく地域貢献

活動が、地域活性化センターを窓口にして展開されてい

る。このセンターの運営は、福島県及び会津地方市町村

や経済諸団体との連携において推進されている。また、

地域の諸課題について、問題解決型教育研究のテーマと

して取り込むとともに、教員は派遣講座や公開講座を通

じて積極的に地域貢献に努めている。他方、学生も実践

的提案を地域の産業や行政区に対して行い、着実に成果

を挙げている。 

また、高大連携協定に基づいて、教員の派遣やインタ

ーネットを経由した遠隔授業の実施、高校生の短大授業

への受入れを行い、短大教育についての情報提供と高校

生の進学への動機付けに役立てている。 

 

③情報教育の充実と活用 

 学内ウェブポータルサイト「Pota.」の運用により、学

内連絡及び進路活動報告の入力と求人票の閲覧について

のペーパーレス化が実施されている。また、入学時ガイ

ダンスにおいてITリテラシー教育を全学一斉に行い、ICT

環境にいち早く習熟させて活用させている。教育におい

ては、アプリケーションソフトを用いた卒業研究内容の

作成と編集、及び授業課題と卒業研究成果のプレゼンテ

ーションを活発に行っている。これらの活用をサポート

するのが、全教室・実習室、コンピュータセンター等の

インフラ整備と自主的学習環境の整備である。 
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